中国科学院研究生院出張報告
加藤照之

平成２１年６月３０日～７月４日

　今回の同院訪問の目的は毎年実施している講義の他に，学術交流協定の延長についての話し合いを行うことであった．以下，日を追っての活動報告と協定に関する話し合いの概略を報告する．

6月30日（火）　成田より全日空905便にて出発．ほぼ定刻通り北京空港着．新型インフルエンザ対策で機内検疫のほかかなり厳重な検疫が行われていた．研究生院からVincent Zhang氏が出向かえ．タクシーにて院へ向かう．午後2時30分頃研究生院に到着院内のゲストハウスにチェックイン．講義準備． 夕食は研究生院食堂でWeiさんたちと．
7月1日（水）　全日講義のため部屋にこもる．昼食は同時並行して実施しているワークショップの昼食に合流．Ben Chao，Yaolin Shi， Dave Yuanなどが出席している．夕食時は金さんが来訪．金さんの職場の学生と上嶋さん，Zhangさんと共に近くの北京ダックのレストランで夕食．

7月2日（木）　午前，午後に講義．午前も午後も50分しゃべっては10分休みというセットを３回行う．学生は午前8名，午後6名程度．成績はレポートでつけることとする．昼食は同時並行で行われているワークショップの懇親会に招待される．上嶋さんは地質研究所へ．夕方，Zhang氏とゲストハウスで簡単な夕食のあと「老舎茶館」へ．Showを見る．午後10時過ぎ研究生院へ戻る．
7月3日（金）　朝9時からWeiさんと協定について意見交換（約1時間；内容については下記参照）．午後は北京大学へ．セミナー．夕食は北京大学スタッフと．Zhengkang Shen氏と会うが詳細な議論をする時間はとれず．次回とする．
7月4日（土）　11時30分チェックアウト．金さんの車で空港へ．14時45分発NH906便にて帰国の途へ．
＝＝＝＝＝協定に関する打ち合わせ概要＝＝＝＝＝

Weiさん側のコメント
・MOUはぜひ継続したい．MOUの内容，訂正すべき点について考えて改訂版を後日送る．

・これまでの講師派遣は大変よかったのでつづけてほしい．
・同じ時期にWorkshopが開催されるのでそれにも是非参加して発表してほしい．また，もしできたらWorkshopの集録を地震研彙報の特集号として出したい．
・学生を留学生として送り出すことはよい．ただ，最近学生が内向きになり，中国で博士号を取ろうとする傾向にある．

・「夏の学校」など短期の研修で学んでもらうような機会があると大変素晴らしい．

加藤側のコメント

・これまでは講師の派遣が中心であった．今後はぜひ中国側から留学生を送り出してほしい．

・MOUの継続はよいと思う．ただ，東京大学と中国科学院（研究生院？）のレベルで既に協定が締結されているという情報もあり，それが正しいとすると二重に公式の協定を締結することは難しいと思われる．その時は非公式のMOUを継続することになる．この点については帰国後確認する．
・「夏の学校」などを企画して一線級研究者と大学院生を含む若手研究者を招へいすることを考えている．もし実現したら学生や若手研究者を招聘できる．
・日本側の学生にも来てほしいということだが，声はかけてみる．
以上
